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田本の大学におけるアルコール飲料の取り扱いと適正欽酒教育

一酒販売及び提供に関する生協の投割を探る

異崎睦子(北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院/教育学院)

はじめに

日本の購買生協には四つの生協がある。地域住

民により組織されている「地域生協J、職場単位で
組織されている「職域生協j、小・中・高校教職員

による「学校生協J、そして本稿で注目する「大学
生協jである。大学生協は大学の学生、院生、留

学生、教職員によって組織され、書籍、学用品、

食品、日用品などの供給、食堂事業、共済事業な

どを行っている。 f大学生協ハンドブρツクj(2008) 

では、その使命として以下の4つをあげている。

1)学生・院生・留学生・教職員の協同で大学

生活の充実に貢献する。

2)学びのコミュニティとして大学の理念と日

標の実現に協力し、高等教育の充実と研究

の発展に貢献する。

3) 自立した組織として大学と地域を活性化し、

豊かな社会と文化の展開に貢献する。

4)魅力ある事業として組合員の参加を活発に

し、協同体験を広めて、人と地球にやさし

い持続可能な社会を実現する。

これらの使命は、『大学生協REPORT2009jの

表紙では、「協間j、「協力J、「自立J、「参加」と
いう 4つのキーワードで表されている。このよう

な理念を掲げることこそが、大学生協を、各地の

大学キャンパスでビジネスを展開する企業による

出庖やコンビニの参入と異なる組織にしていると

考えられる。前出の『大学生協ハンドブックJに
は次のような一節がある。

~ 

ある特定の誰かのための組織でもなく、また

特定の誰かの利益のために運営されている組織

でもありません。組合員一人ひとりが主人公な

のです。そして、生協が生協らしく活動していく

ためには、組合員の参加が不可欠となります o

これは大学生協に限らず、あらゆる「生活協同

組合Jの真髄といっても過言ではない。そして、
大学生協の場合、ここでいう「組合員一人ひとり」

の多くが、組合員として出資した大学生である。

本稿では、全国大学生活協同組合連合会に加入す

る228大学のうち、北海道大学を分析の中心に据

える。そして、学部学生、すなわち北海道大学生

活協同組合の組合員が、大学生協でも販売・提供

されている酒をどのような意識をもって眺めてい

るかをあぶりだす。そこから、日本の大学生協に

よるアルコール飲料の取り扱いについてあるべき

姿を見出し、さらに、大学生協、ひいては生協全

体に何が求められるのか、その役割を探る。

1.大学生を取り巻く酒

日本では、今のところ、未成年の飲酒は禁じられ

ている。しかし、この「未成年Jに大学生という看

板がついた途端に、未成年の周辺には、新入生歓

迎コンパ、サークルのコンパ等、酒席に参加する機

会が大学の内外に公然とあふれ出すのが現状であ

る。酒は仲間との楽しいコミュニケーションのため

に欠かせない道具であるモとらえている未成年の大

学生も少なくない。大学生になりさえすれば、飲酒

1 全国大学生活協同紐合連合会 (2008)r大学生協ハンドブック一大学生協を
深〈理解したい人にj、全国大学生活協同組合連合会、 p.l7
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が問題になることは、飲酒ゆえの事件や事故に発

展しない限り、ほとんどない。その一方で、ひとた

び飲酒事故等が起こると、その被害は、一生に渡

り影響を及ぼすこともあり、決して小さくない。

例えば、北海道大学では、 1984年から 1995年

までに、 7名の学生が飲酒事故により命を失って

いるO ここ数年の例を眺めてみよう。 2007年5月

には北海道大学のあるサークルの学生 110人が札

幌市内の花見客で賑わう公園で飲酒し、 9人が急

性アルコール中毒となり、救急車で北海道大学付

属病院に違ばれた。 9人中8人は未成年であった。

副学長名で出された学内掲示 (2007年5月17日)

によると、「半数は意識不明の危険な状態であり、

搬送が遅れた場合は死に至る可能性があったとい

うきわめて深刻な状況Jだったという。 2009年に
起こった京都教育大学の学生による暴行事件が酒

席で起こったということも記憶に新しい。被害学

生は酪町状態にあったという o 2008年4月には一

橋大学の男子学生が上級生らによる飲酒の強要に

より死亡、 2008年 10月、同大学は飲酒を強要し

た男子学生を退学、同席学生4人を無期停学、 11

人を訓告処分とした。また、管理運営責任者とし

て副学長の一人が辞任するなど、未成年・成年の

学生が混在する大学という場では、教職員も含め

て、十分な、飲酒に関する教育を受けていないが

ゆえの不幸な飲酒事故があとを絶たない。

このように大学生の楽しいコミュニケーション

の場における道具であり、しかし、場合によって

は危険な事故の背景に登場する道具である酒を、

大学生協が提供し、時には販売するといった状況

があり得ることを考えると、大学生協はどのよう

な役割を担うべきだろうか。

ここで、大学生協の酒販売及び提供について東

京大学(以下、東大)と北海道大学(以下、北大)

の現状を眺めてみよう。

1.1 r東京大学消費生活協同組合j一本郷キャン
パス

1946年に設立された東京大学消費生活協尻組

合(以下、東大生協)は供給高94億の事業規模

をもっ日本有数の大学生協である 20 戦後、必要

最低限の物資を東大関係者に供給することから始
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まり、今では、東大名入り商品から得られる剰余

金を還元するなどの形で大学組織及び組合員を直

接間接にサポートしている C キャンパス別に「本

郷・弥生・浅野」、「駒場・駒場IIJ、「柏・医科研・
天文台Jの三つのグループに大別され、このうち
酒類が販売されているキャンパスは、本郷、浅

野、医科研、天文台の4箇所である o 駒場キャ

ンパスでは酒の直接販売・提供は行われていな

い。未成年の学生が多く通うことがその理由では

ないか、と現在の東大生協関係者は語る。例外的

に「オードブル・料理配達サービス」があり、「ビ

ール等の酒類やソフトドリンクの配達もいたしま

すJと東大生協のウェブサイト、「パーテイ・オ
ードフゃル承りますjに書かれている 40

本稿では赤門で知られ、観光客や地域住民の利

用も多い、本郷キャンパスの「銀杏メトロ食堂jと

「本郷第二購買部Jを紹介する。本郷キャンパスに
は学部3年次以上の学生が通っているため、基本

的に未成年の学生はいないとされる。本郷キャン

パス内の 4つの食堂はパーテイコンパから学会の

懇親会まで、組合員のニーズに合わせて様々な対

応を行っている。中でも「銀杏メトロ食堂J5 (資

料1・資料2)では、午後S時から関庖の午後8時
まで、利用者に酒類を提供している。入り口のショ

ーケースには、以下の6種類が並んでいる 60

びんビール大瓶 380円

(アサヒ生スーパードライ)

発泡酒 170円

(キリン端震生 アルコール約5.5%)

缶ビール 270円
りフサヒドライ生 350m!) 

生ビール大 320円

(紙コップには iSAPPOROJの文字)
生ビール小 220円(詳細は不明)

サワ 120円〈詳細は不明)

http://www.utcoop.or.jp/rijilvision.html 東大生協ピジョンJより (2009
年 11月27日アクセス)以下、注で示すアクセスBは最終アクセス呂である。

3 このうち、天文台は国立天文台である。

http://www.utcoop.or.jp/party/index.html パーティ・オードブlレ承りま

すJ(2∞9年11月27臼アタセス)
5 本郷キャンパスには「軽食，喫茶メトロH京大生協銀杏メトロ食堂」なと、
様々な表示がみられた。東大生協のサイトにも様々な表記がなされていて、

どれが正式名称なのかは不明である o (資料1・資料 2)

6 2009年3月7日現在。
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資料1 資料2

本郷第二購買部は本郷キャンパス内の「コンビ

ニエンスストア」の外観を擁し、取り扱い品目は

お弁当、菓子、飲み物から日用雑貨までを取り揃

えている。「東大鰻頭」など、「東大グッズ」目当

ての観光客も多い。人気は赤白がそろう、東大マ

ーク入り化粧箱付きの東大ワインである 7(資料

3)。

ワインの他にも酒類は販売されているが、一般

のスーパ一、小売店と同様に、「これはお酒で

す」、「未成年者の飲酒は法律で禁止されています」

の表示が随所に見られる。庖長の柏木浩樹氏によ

ると、観光客、中学生・高校生といった修学旅行

客の利用も多く、未成年者には「たとえ、家族へ

の土産だと言われても販売はしない」そうである。

レジには以下のような文言を記したメモが貼られ

ている。

酒類の販売に関しては 20歳以上の方に限らせ

;ていただきます。たとえご両親へのお牛産であっ

jても販売できません。年齢確認が不確かな場合は

i身分証などで確認してくださし、。

このメモはレジを担当する生協職員に宛てたも

のである。

1.2 r北海道大学生活協同組合J一札幌キャンパス
北海道大学生活協同組合(以下、北大生協)の

設立は 1947年6月である。 .これに先駆けて学生

赤白ともに750ml、3.150円、赤白2本セット、 5.7∞円。

‘ ' 創立主i.::.夜、て利金，， ~誌をご覧下;:1.'
民スウ 1"'...:::草色ごて.:I;~去 すし奮す 日

資料3

生活の救済を目的とした「学友会厚生部Jが組織

されていたが、これを広く学内の教職員及び学生

のための組織としてのスター トであった 80 r北大
生協創立五十年史Jの年表をたどると、 1948年4
月にたばこ販売を開始しているが、酒類の販売は

この 41年後、 1989年に開始となっている。しか

し、 1989年に酒類の販売を開始したのは正確に

は北大生協ではなかった。北大生協の専務補佐、

今川則生氏によると、 r1989年の売り場拡張計画

に伴い、北大生協の資産である土地・建物内に、

ある酒庖がテナントとして入居した」とのことで

ある。この屈は4坪くらいの規模であったという。

生協以外の庖舗が生協の建物内に出庖する背景に

は、酒類の販売が免許制であることと無縁ではな

い90 北大生協が独自に酒類販売免許を取得し、

北大生協創立五十周年記念史編集委員会 編 (2∞4) r北大生協創立五十
年史』、北海道大学生活協同組合、 pp.P!O

リ http://www.nta.go.jp/shiraberuisenmonjoho/sake/menkyo/tebikilmokuji2

htm r国税庁.酒頴の免許J(2∞9年 11月28日アクセス)
w 北大生協専務補佐、今川目IJ生氏談。北海道大学生活協同組合宛ての「酒類販

売業免許通知笹J(札北酒第202号)の写しをご提供いただいた。これは免
許更新時のもので、日付は平成 18年6月16日となっている。

つd 第6回生協総研賞・研究論文集 2010.1 



酒の販売を始めたのは、 1994年である 10。酒類

販売免許は庖舗毎に義務付けられており、販売と

提供は厳密に区別されている。酒類販売免許を有

しているのは 1，776，248m
2の北大札幌キャンパス

敷地内に 11、数多くの庖舗数を誇る北大生協でも

12、生協会館庖 l庖舗のみである。他庖舗に許さ

れているのは「提供」である。

ここで北大特有の飲酒文化と最近オープンした

新しい食堂についての具体例を紹介する。

1.2.1 北大生協「ジンパjセット

「ジンパ」とは、主に北海道で使用される用語

で、ジンギスカン・パーテイの略である。早春の

札幌キャンパス内ではあちこちから教職員・学生

らの会話を楽しむ声とジンパの煙が立ち昇り、北

大の風物詩のーっともなっている。ジンパで使用

した炭等の後片付けに関する注意表示や、北大関

係者以外のものが学内でジンパをすることを禁じ

る看板も見られる(資料4)。北大生協では、北大

の伝統あるレクレーション、ジンパを支えるため、

古くから教職員学生に対して七輪の貸し出しなど

を行ってきた。これにジンギスカン用のラム肉と

アルコール飲料の需要があることを見出し、北大

内の食堂等各庖において、ジンパセットのちらし

を置くようになった(資料5)。資料5の「ジンパ

セットお申込み用紙」によると、 4種のセットの

うち 2つにビールカまついている。またオプション

が用意されており、おにぎりと樽生ビールである。

野菜は各自持ち込むそうである。酒類なしでのジ

ンパはほとんどあり得ないといっていい。

1.2.2 北大生協「レストランポプラ」

「レストランポプラJは北大の北キャンパスエリ

ア(札幌キャンパスの北部)に 2008年12月にオ

ープンした新しいレストランである。その外観や

高い天井の高級感ある室内装飾はおよそ「生協」

のイメージとはかけ離れている。利用者の多くが

大学院生、研究員、教職員ということ、学外から

JJ http://www.hokudai.ac.jp/bureau/gaiyou/20081P48/P48.htm 北海道大
学ホ

ームページより、「土地・ 建物・船舶J(2∞9年 11月288アクセス)
13 http://www.hokudai.seikyou.ne.jp/rまるごとガイドマァプ」には多く

の庖

舗がそのサービスごとに紹介されている。 (2∞9年 11月28日アクセス)
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ジンパセットお申込み用紙
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資料5

の訪問者が多いということから大学関係者から酒

類の提供を求める要望があったという。これに応

じて提供されることになったのが、ビールである。

北大のホームページには「アルコール飲料等の提

供もJという文字がみえる 13。提供されることに

なったのは、アサヒのスタイニービール (334rnI)

13 hrtp:/ /www.hokudai.ac.jp/bureau/news/jihou/jihou08121657_44.htm
お

知らせ 北キャンパスにレストラン「ポプラJオープン (2∞9年 11月28
臼アクセス)



資料6

である(資料6)。すでに書いたように、北大内の

生協庖舗では生協会館庖をのぞくと酒類の販売が

できない。ポプラで、行っているのは「提供」である。

ポプラのレジ担当者は畳の混雑する時間帯(午前

日時~午後2時)をのぞくと通常l名である。こ

の1名がレジまわりの作業とビールの提供を短時

間でこなさなければならない。そこで選ばれたの

が、開栓がもっとも簡単であったスタイニービー

ルであるとお話しくださったのは北大生協食堂部

の河野厚司氏である。ビールの提供時間は午後2

時から閉庖の午後6時までとなっている。そのせ

いだろうか、 2008年12月のオープン時から、筆

者が訪問した 2009年2月末まで、一ヶ月に 10本

ほどの注文しかなかったそうである。あるいは伺

った季節も関係しているかもしれない。ポプラで

は未成年の学生の利用はまずない、ということか

ら年齢確認は特にしていないそうである。ポプラ

のパーティちらしには、飲み放題が11.500円から」

とある(資料7)。

、
コ

1.2.3 北大生協「工学部食堂」

さて、ポプラに続き 2009年4月にリニューアル

オープンしたのが、札幌キャンパスの丁度真ん中

あたりに位置する工学部食堂である。ポプラ同様

のビュッフェスタイルで、メニュー90品、座席数

390席を誇る。夜遅い工学部生のために午後8時

半まで営業していることも注目すべきであろう。工

学部らしく、「シャリ弁ロボ」なるものがご飯をよ

そってくれる。未成年者を含む学生の利用が多い

ことから、ここでは酒類を一切提供していなしミ。た

だし、東大の例にもみられるように、イベント時に

は「たる生」ビーjレを提供している。先に記した「ジ
8 

資料7

ンパセッ トお申込み用紙」も食堂内におかれていた。

2. i飲酒に関する大学生の意識調査j

さて、このような環境で学ぶ大学生らは、大学

生協組合員の多くを占めているが、飲酒に関して

どのような意識をもっているのだろうか。ここで、

筆者が行った意識調査の結果の一部を紹介した

い。本稿で紹介するのは北海道大学の主題別科目

「社会の認識」のーっとして筆者が担当している

講義、「社会問題としての飲酒J(資料8)の受講
者を対象に行ったものである。

2.1 無記名アンケート「飲酒に関する大学生の

意識調査J(資料9)
この調査を実施したのは、講義初回の授業開始

時である。受講者は特に教室で飲酒について何も

学んでいない状態であった。 2009年度の回答者

数は 63名であった。その詳細をアンケートの設

問の内容とともに示す。

F
h
d
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資料8

01. あなたの身分(学年)は?

02. よろしければ年齢を( )内にご記入ください

03. あなたの性別は?

04. あなたはアルコール飲料(日本酒、ビール、ウイ

スキー、焼酎など)を歓んだことがありますか?

第6回生協総研賞・研究論文集 2010.1 -6-

未成年者は回答者の半数を超えることが確認で

きる (55.6%)0 しかしながら、 85.7%の回答者が

アルコールを飲んだことがあると答えている。ま

た、女性が少ないことはそのまま北大の学生の男

女比にもつながる。

05. あなたは定期的にアルコール飲料を飲んでいま

すか?対象者数:54人)

定期的にアルコーjレ飲料を飲んでいると答えた

37%の回答者20名のうち、 9名は未成年の学生

であった。また、女性5名も含まれている。その

頻度は週に 1度が50%で、週に2，3囲が30%で

あったが、「毎日」と答えたものがl名いた。

07. あなたはなぜアルコール飲料を飲むのですか?

(対象者数:54人)

理由 選択者数 % 

習慣になっていて特にl!出はない 3 5.6 

アルコール飲料がないと限れない 1.9 

いやなことを忘れるため 3 5.6 

味が良い・好きだから 20 37.0 

友人らとの会話を楽しむ材料として欠かせない 26 48.1 

その{也 O 0.0 

半数近くが「友人らとの会話を楽しむ材料とし

て欠かせないJと答えるのは毎年のことである。
次に、大学生が飲酒によってどのような影響を

受けているかを確認したい。

08. あなたは飲酒(アルコール飲料を飲むこと)、に

よって次のようなことを経験したことがありま

すか?複数自答可) (対象者数:54人)

分類 選訳者数 % 

頭痛 30 55.6 

D~里止 29 53.7 

一時的に記憶を失う 22 40.7 

立ち上がること・歩行などが困難になる 18 33.3 

二日酔いで学校に遅刻する 6 11.1 

二日酔いで学校を欠席する 6 11.1 

暴言を吐く 2 3.7 

暴力を振るう O 
ι一一一一一 一一一一一一 一一一一一ーー一一一一一ーーー
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上の選択肢のうち、「頭痛J、内匿吐」、「一時的

に記憶を失う」、「立ち上がること・歩行などが困

難になるjは、飲酒が自答者の身体に及ぼす影響

である O 特に最近の大学生の飲酒事故・事件を思

い出すとき、これらの影響を認識した上で悪用し

ているようなケースも目立つ。また、飲酒経験が

あるもののうち 3割以上がこのいずれかの状態を

経験していることは見逃すでことができない。さら

に、飲酒ゆえに「学校に遅刻・欠席jするような、

大学生活に影響を及ぼす事態が生じている。「暴

言JI暴力Jに至っては、数字が小さいとはいえ、

被害者を生み出していることを考えると、あって

はならない。これらが、同じ屈答者が「会話を楽

しむために」選んだ飲酒という行為ゆえに生じて

いることも重要である。

Q9.あなたは飲酒を強要されたことがありますか?

実はこの調査を開始して初めて「飲酒を強要され

たことがあるJと答えたものが40%を下回る結

果となった。喜ばしいとことであったが、授業で

「強要の定義jについて議論した後に、再度調査

を行ったιころ、これが半数を超えてしまったこ
とは残念である。以下に示すのは2007年4月に

行った向調査の結果である(資料10、資料11)。

飲酒の強要をされた大学生のうち約半数が未成年

者であった。また、一旦強要されると多くの学生

が飲酒に応じていることも確認できる。

あなたは飲酒を強要されたことがありますか?

EE 

(資料 10)r飲酒に関する大学生の意識調査j(2007年)より(真崎)
回答者の41.8%が[はいjと答えた。このうち約半数が未成年の学生

で

ある。
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飲酒を強要された結果、あなたはどうしましたか?

その他

12出

31出

55唱

(資料 11)r飲酒に関する大学生の意識調変j(2007年)より(異締)
f断ったjと回答した学生はわずか2%である。半数を超える学生が強

要されるままに酒を飲み、約3割の学生が少量とはいえ酒を欽むこと

に応じている。

強要の主は、大学の先輩と大学の友人が多くを

しめる。毎年のように、タテの人間関係と、ピ

ア・プレッシャーにとまどう大学生の姿が知実に

浮かび上がる。さて、向調査では毎年、「あなた

はアルコールが薬物の一種であると認識していま

したか?Jという質問をしている。これについて

は、囲答者に対して、「アルコールは薬物の一種

であるJと教示するものであり、アンケートの文

言としては望ましくない。しかし、毎年約半数の

回答者が「いいえJと答えることを重く受けとめ

るべきである。 2009年度の調査に戻ると、 50.8%

の学生が「いいえjを選んだ。

海外の学会等で調査結果を発表する際、最も驚

かれるのは紹介してきたような結果ではない。毎

年、約9割の学生が「アルコール依存症者による

自助組織」及び「アルコール依存症者の家族・友

人らによる自助組織」について「聞いたことがな

いJと答えることである。筆者はこのような実態

を受けて、毎年、何が日本社会における飲酒を取

り巻く「開題」なのか、そのヒントを受講者自ら

がつかみとることができるような講義をデザイン

している。具体的には、地域の自助組織の方々を

ゲストスピーカーとして授業にお招きすることな

どである。後述するが、受講者は、大学生協に出

資している組合員であり、また、大学の内外で酒

類の販売及び提供に触れる機会を数多く持つ消費

者でもあることに留意したい。

2.2 大学内における酒の販売と提供について

次に「社会問題としての飲語Jの受講者が、 4

口

δ



度・集中震に支障をきたすと患う。

×学校は勉強をするところ。酔っ払いが構内にいる

と勉強できない。風紀カf乱れる。

×自宅や居酒屋で飲めばいいと思うので。

X)酉を買うときに学生証などで年齢を確認するのな

ら販売してもいいと患うカt¥そんな面倒なことは

現実にはできないと思うのでよくないと患う。

×大学で薬物を販売するのはよくないと患う。

×アルコールが薬物の一種であることを学んだから。

月から資料8の授業予定に示したように受講を重

ねていき、約3ヵ月後に大学内における酒類の販

売と提供をどのように受けとめているかを調査し

た結果を以下に示す。この調査は2008年に開始し

た。毎屈授業終了後に提出を求める「受講者によ

る分析・コメントJの用紙の一部を利用して行っ
たもので、記名式である。 2008年τ月、 2009年6
月の回答者の声を、原文のまま、ここに紹介しょ

っO

(2008年7月14日実施匝答者57名)

1.大学の中で、アルコール飲料を販売するのは、

a.いいことだ 9名 15.7% 

b. よくないと思う 43名 75.4% 

c.その他 5名 8.7% 

2.大学内の金堂などで、アルコール飲料を注文でき

るようにするのは、

a.いいことだ

b. よくないと思う

その弛

×来成年者に購入の機会を与えることになってしま

うため。

×未成年者が身分証で買えないとしても先輩に買っ

てもらう可能性がある。

×酔った入院が問題を起こす可能性があるから。「大

学内で歓むなjとルールを決めても守られるとは

思わない。

×大学に入ってはじけちゃった人たちが格好つけて

飲んでふざけだすと間りに迷惑だから。

×教膏機関内での飲酒を誘発するのは、よいことで

あるはずがないと思ったから。

8.7% 

84.2% 

5名

48名

4名
×大学の中での販売=生協だと思うのですが、生協

だとコンピニよりもアルコーjレ飲料が安く購入で

きてしまうので、気軽にお酒に手を出す人が増え

7.0% c. 

1. の[理由Jより:
orいいことだj

ただし、北大グッズ

のーっとしてのお酒は例外的に大丈夫だとおもい

ます。 f札幌農学校J(クッキー)のような…。
ム(その他:休日などのみ販売)授業のある平日販

売はよくない。

て望ましくないと患います。
ム「そのイ也j

0別に悪いことではないと思う。問題は飲み方や欽

む量であると思うから。

Oいいことだ。タバコも販売しているので。

O気軽に飲み会ができるから。
Oジンパで飲んでいるのに売っていないのは矛盾し

「よくないj× 

ζ
=二一
y
-
Lト

よ

0構内ならそんな量を飲まない。身分証を見せれば
未成年に提供するミスはないと思う。

の「理由」2. 

0食堂でアルコール飲料を販売することにより売り

上げが伸び、他の高品の値段に還元できるため、

飲酒する人もしない人も喜ぶカ、ら。

0成年も多いのでアルコール度数の低いアルコール

飲料ならいいと思う。そこでつぶれるような人間

はいないと思う。

O昼から OKとするのはどうかと思うけど、歓迎会
で使うとか、そういう用法カずはっきりしていて信

頼できるものなら良いのではないだろうか6

×食堂など大勢集まりご飯を食べるところで飲酒さ

れると、迷惑に思う人も多そうだから。

ている。

O土産物として日本酒等が北大でも売られているが、
酒が好きな人々に対して最良の土産は酒だ、から。

O院生・教職員など成年の人もいるので全面禁止は

できないと思う。

×欽みたい人は学外で貰えばいい。学校に来てまで

飲みたい理由がわからない。学問の場にふさわし

く幸い。

×未成年がいるから。

×大学内でお酒を飲む必要性がまったくないので販

売する必要はないと思う。

×飲酒によるトラブルが必ず起こると思うから。

×販売すると恐らく授業の合間に飲むことになる。

身体への影響云々ではなく授業を受ける際、理解

F 、

、F
l

、

己

u
h
ρ

見

/ 

ノ

立
は
斗
市
司
事
ヨ
、

4 
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×授業に影響が出るのは明らか。

×未成年カずいるから。

×酔った状態で授業に出てもいいということになる

から。本人は良いかもしれないが他人に迷惑。

×大学内で事故の起こる可能性をなくすため。バイ

ク通学禁止と閉じように。

×食堂は居酒屋と違います。食堂では勉強している

人や寝ている人がいるので、食堂での販売はよく

ないと患います。

×きちんと欽む場、飲まない場というのは分けない

といけないと思う。

×学校のような公的な場で未成年者が飲酒をし得る

環境をつくってはいけないと思う。

×酒を飲まなければ業務にっけない、授業できない、

受けられない、という者は、病院ヘ行くべきであ

る。大学の食堂は空複を満たす場所であり、飲み

食いしてストレスを解消するための場ではないと

考える。

×食堂が多く利用されるのは昼の時間であるので、

そこで酒類を注文し欽漉すると、午後の援業に影

響を及ぼすであろうと患うし、多くの学生が自転

車を利用しているため、飲酒運転の数が増えると

思われるから。

×勉強が嫌になり、食堂に行きお酒を飲み現実逃避

をするということも起こりうるため。

×酒が入ると理性を失って何をするかわからないし、

ただでさえ混む食堂がますます混むと思うから。

×お昼から飲酒すると人間としてだらしなくなると

思う。 5限後ならいいと思う。

×飲んだら騒ぐ人もいるだろう。もし騒がれでもし

たら、楽しく食事をしている人の迷惑にもなるし、

メリットよりデメリットのほうが多いと思われる。

×先輩が買ってきて未成年に飲ませるかもしれない

から。

×大学は勉強やサークル等、色々なことができる所

だが、勉強・研究する場である以上、注文できる

環境は不要だと患います。

ム(その他:自的や飲酒する人の年齢が‘確認できれ

ばOK)

ム(その他:休日などのみ販売)部活・サークルの後、

飲みたくなると患うから。

(2009年6月29日実施回答者41名)

1.大学の中でアルコール飲料を販売するのは、
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1
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a.いいことだ

b. よくないと患う

C. その地

2. 大学内の食堂などで、

るようにするのは、

a.いいことだ

b. よくないと思う

C. そのイ也

4名 9.7%

28名 68.2%

9名 21.9%

アルコール欽料を注文でき

1名 2.4%

36名 87.8%

4名 9.7%

1.の玉里串より:

o rいいことだJ x rよくないj ム「その他J

0別にアカン理由はないと思う。

0実際に今でも大学の中でお土産品として酒類が売
られていることがあるし、コンゼニで売られてい

るものも条件としては同じであり、問題ない。

O生協でアルコール飲料を販売することをとめても、

近くのコンビこなどでアルコール飲料は売られて

いるので、たいした効果はないと思うから。

×アルコールは居酒屋など飲む場所をわきまえるべ

き。騒ぐ人が出てきたり自動車と自転車の衝突や

自動車と歩行者との事故もでる。

×昼間から飲もうと言い出す人も大学には居る。そ

の人聞が静かに歓むという保障が、ない。

×もし誰かが飲みすぎた場合に他の人に影響するこ

とがある。アルコールの味に苦手な子がいると思

う。授業中先生たちはアルコールを飲む人を理解

できるか。

×大学とは学びの場であると思う。未成年と成人の

学生が混ざっているため、成人のみ販売するのは

難しい。

×学校は勉強する場であり、酒を歓んで陽気になっ

たり酔っ払ったりして、勉強に集中できなくなる

から。

×大学が飲酒を推奨している感じをうける。販売す

るなら意識喚起が必要。

×北大は観光客や幼児カf散歩にくるのに、そういう

人たちの前で飲むと印象が悪くなるし、学生から

見ても不愉快だから、それを引き起こすような行

為はやるべきではない。

×酔った北大生による破壊行為や迷惑行為が多数発

生している。自制カ官、期待できない以上、せめて学

内では控えさせるべき。

×講義前に飲酒する恐れもあるのでは。



×新歓やその他の場面でのお酒の問題増加につなが

る可能性がある。

×学生はまだ酒の飲み方がわからないから。

×友達儒士の集まる場なので、ハメをはずした飲み

方がなされる可能性。貴重な資料、器異や実験中

の物が、たくさんある場なので、脳カ官、麻痩した状態

の人が入りやすい状況にすると危ない。

×お酒を飲むときと飲まないときのメリハりがつか

なくなりそう。

ム授業後のジンパ等で飲むのには問題なし1。自己判

師で購入し、飲む場所を気にすれば。

ムいつもじゃない。講義後とか、休日はいいかもし

れない。

ム学祭での販売。樽高での学祭では、北大ほど規模

は大きいわけではないが酒類を販売し来客者はと

ても楽しそうにしていた。

ム自動販売機やコンピニで酒が打っているぐらいな

ので、大学の中で、酒を売っていても今までも変わ

らない。

ム大学の中でアルコール飲料を賑売することで学生

がアルコールについて考える機会が増える。

ムもう大学生なんだから、買う買わないの判断は自

分ですればし、ぃ。そういう選択肢があってもいし ¥0

ムジンパなどをするために肉を売っているが、その

関などと一絡に買えるならよい。

ムジンパなどをするために箱単位で売る分には便利。

ム必ず身分証明書の提示などを求めれば便利になっ

ていし1。きちんとルールを守れればやってもいい。

2.の理由より

、
，
，
司
T
J

0注文できる状態は日常的飲酒につながる訳ではな

く、コンパ自的と考える。年齢確認、意識喚起が

必要。

×食堂が騒が.しくなり、日宣嘩をする人もでてくると

思う。

×必要性がないと思うし、居座ってしまう人間が出

てくる。

×注文できればみんな食堂にアルコールを飲む可能

性があると思う。故みすぎる可能性。授業への影響。

×講義があるのに飲む人が必ず出てくる。

×酒の力で友達と楽しく過ごせるのはよいが、飲み

すぎて酔っ払って喧嘩が起こったりしたら因るか

り。

E
b
J
P
F
 

T
t
a
 ---

×アルコールを身近に感じてしまう機会が増えてし

まうと思う。

×食堂は学生が食事をして栄養を得る自的であると

思うので、それを行うのは目的から外れている。

×帰り道、自転車などに乗る人カf多い中では、あま

り好ましくない。不特定多数の人がいる環境ではト

ラブルも増えてしまうのではないか。

×絶対未成年も注文してしまう。

×酒臭いのがきらし ¥0

×静かに食事したい人や勉強したい人も食堂を利用

するので、飲んで騒がれたら迷惑。

×年齢確認をする手間カfかかる。年齢確認をしても

食事の席で後輩に手渡る。

×飲み会やる入力f増えたら食堂が騒がしくなって、

ただ食事をしにきた人に迷惑。

×昼休みなどに食堂でアルコール飲料を飲むことで

頭が回らなくなり、午後の授業に影響が出る。

×大学は居酒屋じゃない。

×食堂で注文できるようにすることは、販売するこ

とよりも積極的であると思う

×大学は勉強するところだから。

×酔った人と一緒に食事をするのは怖い。

×食堂はバーではなし ¥0 また、時間的にも適切では

ない。

×単純に学校にアルコールは必要ないと思う。

×友達同士で集まって欽むようになり、お酒が飲め

ない入、あまり飲みたくない人にとってはつらい

状況が、発生する可能性。

ム大学Lこは未成年者もいるので、注文が色々と面倒

になりそう。

以上が、受講者の大学内における酒類の販売と

提供についての声である。「間いjでは「生協」

という文言を使用していない。しかし、受講者が

書いた「食堂Jとは、北大の場合、生協食堂のこ

とであることは言うまでもない。この結果を発表

したi禁、受講者から担当者である筆者の意見を求

められた。大学生が、酒類の販売及び提供を「い

いjと思うか、「よくないJと思うかを、開うて

いながら、筆者の考えは、、実は「いしづか「よく

ない」かではなく、販売・提供、どちらを行うに

せよ、販売にたずさわるもの、提供にたずさわる

ものの姿勢を明確にせよ、というものである。例
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えば、大学生協に関わるものは、酒類及び飲酒者

による行為が、組合員すなわち出資者に及ぼす影

響をどこまで想定しているだろうか。さらに、生

活協同組合とは何がを思い出すとき、酒類の販

売・提供に関して、「組合員一人ひとりが主人公」

とうたうのであれば、上にあげたような受講者の

声を参考にしてきたのかという点が重要であると

考える。そして全国大学生協のイ ッキ飲み防止キ

ャンペーンのようなイベントも意義深いものであ

ると思うが、加えて、各大学生協、例えば、北大

生協では過去から現在までの飲酒事故をどのよう

に参考にして個別の取り組みをしてきただろう

か。また、イ ッキ飲み以外にも長期的に飲酒を続

けることによりどのような影響が生じ得るかを、

飲酒を定期的に始めるものが多い十代後半の組合

員にイ云えてきただろうか。

3.生協の社会的取り組みとしての消費者教育

さて、2008年版の『生協の社会的取り組み報告書J
に「コンブライアンス推進から内部統制、社会的責

任経営へ」という文言を見出すことができる 14。企

業や団体の社会的責任、いわゆる CSR活動はいま

や優良企業及び組織に欠かせない、消費者の信頼

を獲得する重要なカードであるといえるだろう。

酒類に関していえば、酒類製造販売を行う民間

企業各社はCSRの一環として、適正飲酒教育教材

の開発を行っている。ビデオ、 DVDから小冊子ま

で、その形態は様々である(資料12)。大学新入生

への書類一式の中にこのような小冊子が含まれる

ことも多い。筆者はこれらを無償でご提供いただ

き、講義「社会問題としての飲酒」の教材として

配布し、受講者らと分析を加えるなど活用してい

る。

国外の例になるが、アメリカのプリンストン大

学では他大学のように大学独自のアルコール問題

関連ポリシーを掲げ、適正飲酒教育に力を入れて

いる 15。さらに ALCOHOL: ]UST THE 

FACTSと題する小冊子を作成し、飲酒事故防止

" 日本生活協同組合 (2∞8)r生協の社会的取り組み報告書j、日本生活協同組

資料 12

資料 13

にあたっている(資料13)。学生が飲酒問題に直

面した際の学内連絡先等も示されており、このよ

うなきめ細かい情報は大学単位の教育体制に負う

ところが大きい。 2009年11月、筆者はプリンス

トン大学AlcoholCoalition Committee (アルコ

ール関連問題委員会〈拙訳))の主要メンバーに

話を伺う機会を得た。「なぜ、多くの薬物が問題

になっている今、 『アルコールjのみに注目する

のですか」という筆者の問いに対する回答は単純

明快であった。「一番身近な、合法薬物であり、

身近であるだけに大小様々の多くの問題が実際に

大学生に生じているから」。これはまさに筆者の

主張に重なる 160 ゲートウェイドラ ッグ(入門薬

物、他の薬物使用の入り口となる薬物)の代表格

は酒類(アルコール飲料)とたばこである。入手

が比較的容易で、合法という点では、同様の扱い

を受けてよいはずだが、この二つの入門薬物に対

する日本社会の受けとめ方は大きく異なる。たば

こにはタスポのようなシステムが導入され、公共

の場での全面禁煙化が推進されている。しかし、

酒に同様の措置が取られていないことは言うまで

もない。筆者は「酒」という薬物に影響を受ける

人間と社会に注目し、「飲酒へのあいまいな姿勢

が多くの社会問題の背景にあるJと発信してきた。
さて、大学生協を含む生協が酒類の取り扱いに

合渉外本部、pp.I4-15 16 (i完崎陸子 (2∞9)r若者と薬物 飲酒に甘い社会が入り口にJ、f朝日新聞J
15 www.princeton.edulacc プリンス トン大学 Alcohol Coalition Comm批ee 2009年5月1日朝刊「私の視点J
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関して行ってきたことは不十分であった、とは結

論づけない。それどころか、生協は酒類の「表示j

に関して、酒類業界に先がけて「消費者への情報

提供」という消費者教育を実現してきたという歴

史を有する 170 このような品質表示内容の充実が

酒類だけではなく他の食品等多くの業界に影響を

与えたことは言うまでもない。その一方で、生協

というブランドのもとで酒類を販売・提供する

際、生協が掲げる理念は、その販路拡大ほどには

見えてこない。

「社会問題としての欽酒」の受講者からは、過

去に「飲酒に関する教育jを受けた記憶がないと

いう声が多く間かれた。さらに、「確かに、学校

で飲酒に関する教育の時間はあったが、プリント

の配布程度で、具体的で、はなかったjという意見

もあった。「飲酒に関する大学生の意識調査Jで、

多くの回答者 (2009年93.7%)が、「あなたは学

校教育の中でアルコールに関する教育が必要だと

思いますかJという開いに「はい」と回答してい
る背景にはこのような事実がある。また、多く聞

かれたのが、「学齢期の早い段階から適正飲酒教

育を開始し、また、それは「継続的」に「定期的」

に行われることが望ましい」という声であった。

彼らのような組合員に継続的な消費者教育、情報

提供を行うことができるのが、大学生協を含む生

協ブランドのネットワークではないだろうか。大

学生の多くが「はじめに」であげた地域生協など

の支援を受けながら成長してきたからである。

『北大生協創立五十年史』に「生協は教育の場

である」という一文が掲載されている 180 r大学
内の購買事業を信用ある庖に請け負わせたほうが

楽な道かもしれないJとしながらも、「お互いの
生活を守ることを一つのルールの中で語り合うj

ことに意義がある、という内容である。大学生協

は大学ではない。そして企業でもない。しかし大

学生協でなければできない、あるいは生協だから

できる酒販売及ぴ提供についての取り組みと理念

ある姿勢に期待Lたい。

17 日本生活協問組合連合会(1985)rcooP酒類逐動の歩みj、B本生活協同級
合連合会・妊の宴全国I箆類協同組合

IS 北大生協創立五十周年記念史編集委員会 綴

年史j、北海道大学生活協同組合、 p.78

(2004) r北大生協創立五十

つJ11占
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ご協力いただいたみなさま(JII頁不同)

アサヒピール株式会社社会環境推進部 小沼克年様

公益財団法人生協総合研究所栗本昭様

公益札幌連合断沼会・家族会のみな様

全国大学生活協同連合会 蓮見様(ピデオ資料「大学生協

One Step For The FutureJのご提供)

東京大学消費生活協同組合小林茂雄様・柏木浩樹様

日本生活協同組合連合会 商品本部加工食品部酒類担当

鎌倉俊明様

北海道大学生活協向組合今川則生様・河野厚司様

北海道大学主題別科目「社会の認識J-r社会問題として
の飲酒J受講者のみな様
A1cohol Coa1ition Committee. Princeton University 

上には、直接インタビュー等に応じてくださったみな

さまのお名前をあげさせていただきました。他にも生協総

合研究所の鈴木岳様、材、薫平様をはじめ多くの皆様方にお

世話になり、教育・研究のヒントをいただきました。ここ

に改めて感謝の意を表します。ありがとうございました。
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